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1人がlkm移動する場合の
C02排出量 ¢o13年度) 交通手段に伴う消費力ロリー
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いきなり通勤方法をがらりと変えるのは難しいです成

週]日 のノ マイカーデーならはじφられませんか?
県では毎週水B震 口を「ノーマイカーデー」として取り組ん

でいま魂

チャレンジしやすくなるサポート制度もありますよ。
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エヨ通勤とは二酸化炭素をたくさん出してしまう自動車やバイク

から、環境にやさしいバスなどの公共交通機関、自転車、徒歩で

通勤することで或
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誤νツト咽
公共交通や自転車、

徒歩での通勤は健康増進に

役立ちます

誤膠ツト2
環境への取組など、

企業イメージのアップに

つながります

誤膠ツトa
渋滞緩和と地球温暖化の

防止に貢献できます

詳 しくはこ面ヘ0

Og

(出典:国主交通省)

自家用乗用車

0

(出典:第6次改定日本人の米養所要量)
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「エコ通動」を推進するため、バス事業者のご協力により、毎週水曜日の
バスおよび鹿児島市電運賃が半額 (Jヽ人運賃)になる制度です。

通常、自動車、自動二輪車、原動機付自転車 (原付・バイク含む)で通動している方

離島を除く県内の路線バス及び鹿児島市電 (高速バス,コミュニティバスは対象外です)
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毎週水曜日

降車時に乗務員に「エコ通勤署J]|パス」を提示します。
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あらかじめ、県ホームページに掲載されている申請書に必要事項を記入の上、県庁地球温暖化対

策課まで提出 (郵送可)し、「エコ通勤割引パス」の交付を受けてください。

0申請には勤務先の所属長の証明が必要となります。

●他の割引制度との併用はできません。
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エコ通勤割引パスを使って、まずは毎週水曜日を「ノーマイカーデー」に
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